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22017 春号

「愛される勝連病院」を目指して

　〜
副
院
長
就
任
挨
拶
〜

　
令
和
５
年
４
月
１
日
副
院
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
座
波
純
子
と
申
し

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
副
院
長
と
し
て
陰
に
な
り

日
向
に
な
り
病
院
を
支
え
、
多
大
な
る

御
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
盛
島
明
浩
先
生

に
敬
意
を
表
し
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。
ま
た
こ
の
３
年
余
の
コ
ロ
ナ
禍

を
職
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
尽
力
に

よ
り
、
乗
り
越
え
て
こ
れ
た
事
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
を
同
じ
く
し
て
勝
連
病
院
は

45
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
創
設
者
の

勝
連
昭
夫
先
生
は
「
戦
後
も
永
ら
く
、

座
敷
牢
で
人
間
と
し
て
扱
わ
れ
な
い

よ
う
な
精
神
疾
患
の
患
者
さ
ん
達
は

多
く
、
家
族
も
辛
か
っ
た
。
ど
ん
な

人
で
も
お
日
様
の
も
と
で
、
人
間
ら

し
く
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
場
所
を

提
供
し
た
い
と
思
い
、
こ
の
病
院
を

建
て
ま
し
た
。」
と
二
十
数
年
前
就
職

し
て
間
も
な
い
私
に
話
し
て
下
さ
り
、

感
銘
を
受
け
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
松
原
理
事
長
先
生
が
思
い
を
引
き

継
が
れ
、「
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

高
齢
者
の
神
経
、
精
神
医
療
」
の
理

念
の
も
と
、
支
え
て
下
さ
る
皆
様
の

お
陰
で
こ
こ
ま
で
発
展
し
て
き
ま
し

た
。「
勝
連
病
院
で
治
療
を
受
け
た
い
」

と
い
う
嬉
し
い
お
声
も
多
く
頂
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
医
療
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
ひ
と
つ

で
す
が
、
そ
の
中
に
「
安
心
の
提
供
」

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
患
者
様
や

ご
家
族
に
と
っ
て
は
質
の
よ
い
医
療
、

よ
り
よ
い
環
境
の
提
供
に
あ
た
る
で

し
ょ
う
。
患
者
様
を
自
分
の
家
族
の

よ
う
に
思
い
対
応
し
、
職
員
と
し
て

プ
ロ
の
誇
り
を
持
ち
、
自
己
研
鑽
を

重
ね
て
下
さ
る
事
が
安
心
の
提
供
に

繋
が
っ
て
い
る
事
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
皆
さ
ん
に
も

安
心
し
て
働
い
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
自
分
達
で
創
り
出
せ
る
安

心
が
あ
る
と
す
れ
ば
お
互
い
を
思
い

や
る
気
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

職
員
が
「
あ
っ
、
そ
れ
自
分
が
や
り
ま

す
よ
。」
と
自
然
に
言
葉
が
出
て
体
が

動
く
姿
を
み
か
け
、
思
わ
ず
〝
じ
ー
ん
〞

と
す
る
事
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
越
え
て
１
歩
を
踏
み
出
す
、

そ
れ
は
人
の
気
持
ち
、
考
え
、
今
必

要
な
の
は
何
か
を
読
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

智
慧
あ
る
い
は
言
葉
を
惜
し
ま
ず
行

動
に
移
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
１
歩

が
思
い
や
り
と
な
り
信
頼
と
な
り
安

心
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
甚
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
「
愛

さ
れ
る
勝
連
病
院
」
を
目
指
し
て
、

１
歩
ず
つ
歩
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

副
院
長
　座 

波  

純 

子
　

座波 純子
副院長

　去
る
６
月
27
日
及
び
６
月
28
日
に
沖
縄

銀
行
糸
満
支
店
、
13
名
の
行
員
の
皆
様
を

対
象
に
、
糸
満
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
当
院
が
連
携
し
た
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　講
座
の
主
な
内
容
は
、
認
知
症
の
症
状

及
び
具
体
的
な
対
応
方
法
に
つ
い
て
で
す
。

　聴
講
者
の
皆
様
か
ら
、「
認
知
症
の
方
に

対
す
る
接
し
方
を
勉
強
す
る
こ
と
が
出
来

て
よ
か
っ
た
。
ま
た
認
知
症
の
方
だ
け
で

な
く
年
配
の
お
客
様
も
多
い
の
で
、
お
客
様

を
驚
か
せ
な
い
よ
う
に
視
界
に
入
る
と
こ

ろ
か
ら
声
掛
け
を
し
た
り
、
目
線
を
合
わ

せ
て
話
す
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」

「
私
の
祖
母
も
認
知
症
で
し
た
。
家
族
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
が
困
っ
た
こ
と

も
多
々
あ
り
大
変
で
し
た
。
あ
の
時
に
知
っ

て
い
れ
ば
、
も
っ
と
気
持
ち
が
楽
に
サ
ポ
ー

ト
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

沢
山
の
方
に
、
も
っ
と
理
解
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
」
等
、
有
難
い
感
想
を
頂

き
ま
し
た
。

　今
後
も
、「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

企
業
、
地
域
、
学
校
に
て
開
催
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

沖
縄
銀
行
糸
満
支
店

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
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　去
る
６
月
27
日
及
び
６
月
28
日
に
沖
縄

銀
行
糸
満
支
店
、
13
名
の
行
員
の
皆
様
を

対
象
に
、
糸
満
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
当
院
が
連
携
し
た
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　講
座
の
主
な
内
容
は
、
認
知
症
の
症
状

及
び
具
体
的
な
対
応
方
法
に
つ
い
て
で
す
。

　聴
講
者
の
皆
様
か
ら
、「
認
知
症
の
方
に

対
す
る
接
し
方
を
勉
強
す
る
こ
と
が
出
来

て
よ
か
っ
た
。
ま
た
認
知
症
の
方
だ
け
で

な
く
年
配
の
お
客
様
も
多
い
の
で
、
お
客
様

を
驚
か
せ
な
い
よ
う
に
視
界
に
入
る
と
こ

ろ
か
ら
声
掛
け
を
し
た
り
、
目
線
を
合
わ

せ
て
話
す
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」

「
私
の
祖
母
も
認
知
症
で
し
た
。
家
族
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
が
困
っ
た
こ
と

も
多
々
あ
り
大
変
で
し
た
。
あ
の
時
に
知
っ

て
い
れ
ば
、
も
っ
と
気
持
ち
が
楽
に
サ
ポ
ー

ト
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

沢
山
の
方
に
、
も
っ
と
理
解
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
」
等
、
有
難
い
感
想
を
頂

き
ま
し
た
。

　今
後
も
、「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

企
業
、
地
域
、
学
校
に
て
開
催
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

沖
縄
銀
行
糸
満
支
店

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
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６月６日～９日の４日間、糸満市にある南浜公園に、５年ぶりにドライブへ出かけました。
４日間とも天候に恵まれ、きれいな海を見ながら過ごす時間は、患者様の表情も生き生きとし、
笑顔も多くみられました。
いつもは無口な患者様も「昔、海人だった」と話しており、海人だった頃の話をし、昔話に
花を咲かせていました。
病棟では見られない一面をみられ、いい時間を過ごせた４日間でした。

海を見ながら、
何を考えているのかな？

東屋で、かき氷を食べて
休憩しました。

この出入口から
見える景色

久しぶりに

院外ドライブに行ってきました!
部 署 紹 介
今回は訪問看護室へお邪魔してお話を伺いました!!

●当院の精神科訪問看護はこのような事をしています

　統合失調症・うつ病・てんかんなどを抱えている方のご自宅に定期的に伺います。
認知症を併発している方が多いのが、当院の特徴です。
　対象は当院の外来通院をしている方で退院後の方、入退院を繰り返している方、相
談相手が欲しい方などです。

　訪問することで、

　①変化にいち早く気づき再入院を防ぐ

　②再入院時に入院までの流れがスムーズになる  という役割もあります。

　また、退院時のサポートとして、退院前に精神障害者施設や作業所・自宅を訪問し退

院後の生活を一緒に考えていくことも大切な役割です。

●この仕事のやりがい

　訪問看護はその人の生き方・価値観
を理解するところから関係づくりが始
まります。
　地域で生活するなかで困っているこ
と、不安な気持ちに寄り添うことで自
立した生活をする手助けをしています。
　大変なこともありますが、話すこと
で予期不安が解消したり、トラブルを
一緒に解決することで信頼関係が深ま
る面白さがあります。
　いろんな人と出会えるのもこの仕事
の醍醐味ですね。

●対象者

　当院の外来を通院されて
いる方で、医師が必要と認
めた方

●内容

・症状の観察
　（血圧測定などバイタルサインチェック）
・食事・排泄・睡眠等、日常生活の把握
・服用状況の把握・援助
・対人関係の支援
・家族や近隣、関係機関との調整
・社会支援活用のための支援
・金銭管理の援助
・その他、主治医の指示による医療処置や福祉支援

●スタッフの配置

・看護師　３名
・精神保健福祉士　１名
　合計４名

～ 訪問看護室編～

外来看護師、相談室又は、診察の際、直接主治医へご相談ください。

医療法人 南嶺会 勝連病院　☎098-997-3104（代表）
連絡先
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６月６日～９日の４日間、糸満市にある南浜公園に、５年ぶりにドライブへ出かけました。
４日間とも天候に恵まれ、きれいな海を見ながら過ごす時間は、患者様の表情も生き生きとし、
笑顔も多くみられました。
いつもは無口な患者様も「昔、海人だった」と話しており、海人だった頃の話をし、昔話に
花を咲かせていました。
病棟では見られない一面をみられ、いい時間を過ごせた４日間でした。

海を見ながら、
何を考えているのかな？

東屋で、かき氷を食べて
休憩しました。

この出入口から
見える景色

久しぶりに

院外ドライブに行ってきました!
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　2022年８月。県内でコロナ感染者が増加してい
るさなか臨月を迎えていた私。
　感染したら大変だと思い、子どもの保育園の送迎
や買い物を夫や親に頼みながら自宅に引きこもって
いました。それなのに、検診日の前日にまさかの
発熱！！
　抗原検査で陰性で翌日には熱も下がっていたので、
意気揚々と検診に出かけました。すると、受診前の
念の為のＰＣＲ検査でコロナ陽性！！「平良さん。。
申し訳ないけどうちでは出産できないから、コロナ
対応の病院を探そうね」と言われ、中部にある病院
で出産する事になりました。（私は南部在住）
　同居家族も陽性かもしれないという事で、慌て
て保育園と学童に迎えに行き、出産予定日が近い
ので診察が必要と中部の病院までバタバタと出か
けました。
　まだ陣痛もきておらず、子宮口も開いていない
という事で、とりあえず一度家に帰る事に。「子ど
も達もコロナ罹っちゃってるだろうな～。お腹の

子は大丈夫かな・・」と思いながら横になっていると、
急に耐え難い腹痛が！「あれ？この痛みって・・」
と思い横になり続けていると、しばらくしてまた
痛みが。「もしかして・・」と思い痛みの間隔を計っ
てみると、４分間隔で痛みが！！！３回目の痛みに
「これ陣痛だ！！！！」と慌てて病院に電話。南部か
ら中部にある病院までは高速をとばしても30分は
絶対にかかります。「救急車を呼んだ方がいいのか
な。でもコロナだしな・・」と一瞬考え、考える
より向かおう！と夫に運転してもらいながら病院
に向かいました。
　高速の途中で陣痛が２分間隔になり、「まだ生ま
れちゃダメーーー！我慢ーーー！！息むなーー！！！」と、
自分で自分に叱咤激励（笑）いつもと違う母親の様
子に子ども達も半泣き。高速を降りて病院の入口
に着いた頃には１分間隔の陣痛に！玄関で誘導し
ようとしている警備員に「もう生まれます！！」と
車から叫んで車が停止すると、最後の痛みが・・「こ
れはやばいかも」と思った瞬間、ズルっと生まれ
てきた事を感じました。駆け付けた看護師さんに
「多分生まれました」と告げ、車椅子に乗せられダッ
シュで分娩台まで運んでもらい、股に挟まれてい
た赤ちゃんを取り上げてもらいました。
　陣痛が始まって１時間でのスピード出産。しか
もほぼほぼ車の中での出産。仰天ニュースに投稿
できるんじゃないかと思う出産になりました（笑）
　そんなハプニングに見舞われた娘も８月で無事
に１歳☆妹好きのお兄ちゃん達に可愛がられ元気
に育っています♪

１年前 １歳の誕生日

コロナ禍だからのハプニング!!

第20回  特別編 相談室  平良明日香 編

スタッフのプライベート
覗いちゃいました！

～出産秘話～
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食中毒予防の三原則

患者様が心待ちにしている「土用丑の日」と言えば…
今年も無事に提供できました♪
みなさん、ご満足いただけたでしょうか＾＾
「土用丑の日」は諸説ありますが、うなぎは生命力が強く、その強さを
あやかるという意味もあるようです。また、「土用丑の日」に食べると
よいものは、うなぎの他にも、「う」が付く食べ物だと良いそうです！
沖縄の暑さはしばらく続きます

うどん  等 ・々・・梅干し 瓜 牛肉

つけない

清潔・消毒

増やさない

迅速・冷却

やっつける

加熱
●手洗いは食中毒予防の第１歩
です。しっかり洗いましょう。

●調理器具は清潔にし、消毒・
保管もしっかりと。

●食材は肉、生もの等、分けて
保管しましょう。

●調理済の食品は、早めにいた
だきましょう。

●温度管理を適切に保ちましょう。
（冷蔵庫 10℃以下、冷凍庫
－15℃以下。）

●冷蔵庫の詰めすぎには注意
しましょう。

●中心部までしっかりと火を通
しましょう。中心温度は 75℃
で１分以上。（ノロウイルス対
策は85～90℃で90秒以上。）

●温め直しも注意しましょう。
電子レンジでの加熱はムラの
ないように！

栄養をつけて乗り切りましょう♪

行
事
食

土
用
の
丑
の
日
メ
ニ
ュ
ー
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あ
っ
と
い
う
間
に
9
月
。
も
う
秋

で
す
ね
〜
！

　

8
月
は
久
し
ぶ
り
に
直
撃
し
た
台

風
に
、
娘
の
タ
ン
カ
ー
ユ
ー
エ
ー
が

奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た　

直
撃
し

て
も
停
電
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
高
を

括
っ
て
い
た
ら
、
見
事
に
停
電
。
咄

嗟
に
ロ
ウ
ソ
ク
を
探
し
て
も
見
つ
か

ら
ず
、
娘
の
為
に
用
意
し
て
い
た

バ
ー
ス
デ
ー
用
の
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を

灯
し
て
難
を
逃
れ
ま
し
た
（
笑
）

　

や
っ
ぱ
り
、
日
頃
か
ら
防
災
を
意

識
し
て
準
備
し
て
お
く
事
が
大
事
で

す
ね
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『行き逢えば兄弟、何の隔てがあるか。』見ず知らずの人であっても、縁あって親しくなれば、お互い兄弟のようなものである。
そこには何の隔てもないという意。社会というのは助けあって成り立つものである。だから、出会いがあったら、その
人を自分の兄弟のように思って大切につきあいなさいという教え。

“行逢ば　兄弟、
　 何　隔てぃぬ　あが”
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